
ジョブ・カード様式１　〔履歴シート〕①
平成　　　年　　　月　　　日現在

Ｅ－ｍａｉｌ　アドレス

年 月 日生（ 歳） 男 ・ 女

〒 -

－ － － －

〒 -

－ － － －

職務経歴
　

学習歴・訓練歴
　

※学習歴・訓練歴欄には、受講中の職業訓練も記入してください。

ふりがな

氏　名 ㊞

昭和・平成

ふりがな

現住所

(電話) （携帯電話）
ふりがな

連絡先

(電話) （携帯電話）

年　月　～　年　月 就業先・職務概要　等

年 月 教育・訓練機関名、学科（コース）名、内容　等

Ver.2.0

（縦40mm、横30mm、

上半身脱帽正面背景

なし・最近３か月以

内撮影） 

写真添付 

資料２ 



ジョブ・カード様式１　〔履歴シート〕②

資格・免許
　

自己ＰＲ（趣味・得意分野・社会体験活動（ボランティア、サークル活動など））

志望動機（応募先決定時に記載）

約

分

取　得　年　月 名称 実施機関名 内容　等

氏　名

労働条件
等につい
ての希望

配偶者の
扶養義務

扶養家族数
（配偶者を除く）

通勤時間 配偶者

人

Ver.2.0

時間
有 ・無 有・無



別紙　学生用ジョブ・カード様式１　〔履歴シート〕①

　

　

　

　　平成　　　年　　　月　　　日現在

学校名

プログラム名

氏　名

　　※記入欄が不足する場合は、適宜欄の追加や行の幅の調整を行ってください。

学校のキャリア教育で実施されるプログラムへの参加・取組状況

年　月　～　年　月

学校の課程で関心を持って取り組んだこと

学校の課程以外で学んだ学習歴

年　月　～　年　月 教育機関名、コース名

科目名、テーマ、卒業論文等 関心を持った理由、内容

学んだこと、得られたもの

学んだこと、得られたもの

学んだこと、得られたもの

内容

内容・目的

「学部・学科」→「学校名」に修正 

ジョブ・カード作成時点で執筆して

いないこと、卒論がない大学も多

数あることから、削除するかどうか。 

「大学」→「学校」に修正 

※主に在籍している学校以外の教育機関などで学んだものを記載 

行幅を広く 



別紙　学生用ジョブ・カード様式１　〔履歴シート〕②

氏　名

※自由作成欄（自由に項目を追加してください）

※　記入欄が不足する場合は、適宜欄の追加や行の幅の調整を行ってください。　
※　高等学校入学以降の活動歴を記載することができます。

学んだこと、果たした役割、貢献したこと

学んだこと、果たした役割、貢献したこと

学んだこと、果たした役割、貢献したこと

　アルバイト歴

　社会体験活動（サークル、ボランティア活動、インターンシップ、留学等）

　その他の活動

内容

内容

年　月　～　年　月

年　月　～　年　月

年　月　～　年　月 内容

「インターンシップ歴」は削除し、社会体験活動へ 

インターンシップへの取組は大学により差異があり、

この欄を設けるとインターンシップをしなければ不利

という印象を学生に植えつけることとなる。 

高校までの履歴

を含めてよいか 

留学等の海外体験は、「大学の課程以外で学んだ学

習歴」、本欄、「自由作成欄」いずれに記載するかは

各自の判断に任せたらどうか。 

２行追加 

必要ないのではないか。具体的に考えられるものは

何か。 



 学生用ジョブ・カード様式２　〔パーソナリティシート〕

　パーソナリティ

　

　

　

氏　名

（日常の活動・行動で継続して行っていること、日頃大切に又
は努力していることなどを記入）

（日頃どのようなことに興味・関心を持っているかなどを記入）

日常 興味・関心

（どのような働き方をしたいかなどの職業観を記入） （家族、友人、先輩、後輩、先生等の第三者からの見方）

得意なこと 職業に関する関心

（自分の長所・強みなどを記入） （どのような仕事に興味・関心を持っているかなどを記入）

職業観 第三者の見方

この欄は必要ないのではないか。本人の記入では

内容を信じてもらいにくい。 

第三者というよりは、学校側の推薦的な項目の方

が良いのではないか。 

「職業に関する関心」と「職業観」は書き分けが

難しいので、統一すべきではないか。 



 学生用ジョブ・カード様式３　〔キャリアシート〕
　

※教員等またはキャリア・コンサルタントが使用する欄につき、事前に記入する必要はありません。

氏　名

　キャリア・ビジョン
（将来どのような仕事に就きたいか、仕事に対する意欲、取組姿勢などを記入）

　アピールポイント
（履歴シートやパーソナリティシートを参考に記入）

　教員記入欄（※） 　キャリア・コンサルタント記入欄（※）

平成23年○月○日　○時○分～○時○分
所属　○○大学○○学部教授
氏名　相談　花子

（キャリア・ビジョンの実現や履歴・パーソナリティに関する自分のア
ピールポイントを気付かせるためのアドバイス等）

（キャリア・ビジョンの実現や履歴・パーソナリティに関する自分のア
ピールポイントを気付かせるためのアドバイス等）

平成23年○月○日　○時○分～○時○分
所属　○○○○
ジョブ・カード講習修了番号
○○-△△-××
氏名　相談　次郎

２つの欄を統合し、「教員記入欄」と「キャリア・コンサ

ルタント記入欄」のどちらか一方に○をした上で記入

するようにすれば、欄を大きく使えるのではないか。 


